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ら真似をするうち主体的に学んでいき、発信も簡単に行えること

から使用頻度が増えています。探究活動を含め、各教科の授業で

は教員側から使うアプリを指定することはなく、シーンに応じて 

Google フォームや Google スライドなどを生徒たちが自由に選

択して活用しています。

さらに、主体的活用が広がることで、生徒たちの発案により 

Google フォームを使ったアンケート実施をはじめ、新たな活動

が次々と生まれています。

「遠足で乗るバスの座席を生徒たちに決めさせたのですが、生

徒自ら Google スプレッドシートで座席表を作成し、希望の席を

書き込めるようにして、席が決まった状態で私に見せてきました。

こういう使い方もあるんだと気づかされました」（川上氏）

さらに、Google スライドで効果的なアニメーションを入れ、わ

かりやすいように文字のバランスを整えて写真を配置して資料を

作成。その資料を使って生徒からの発信も多くなり、プレゼンテー

ション力も伸びています。グループで行うプレゼンの段取りも、遠

隔での共同作業をうまく取り入れ、効率的に準備するようになった、

と山根氏が話してくれました。

活用は授業だけでなくクラブ ・ 委員会活動でも進んでおり、川

上氏が顧問を務める地域コラボレーションの部活動では、生徒た

ちが Google サイトを駆使し、情報共有や地域の関係者との予定

調整を自主的に行っています。
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導入による生徒の変化としては、上記に加えて「小テストを 

Google フォームで行うことで、同じ問題を何度も繰り返し解き、

理解力向上に効果が出ている生徒がいます。繰り返し学習をサポー

トするツールとして効果がありそうです」と川上氏。そのほか、夏

休みに県外へ帰省する生徒と Google Meet でコミュニケーショ

ンしたり、Google ドキュメントで進学志望理由書を共有したりなど、

物理的距離を縮めるうえでも効果を感じていると語ります。また

山根氏は、Google ドキュメントや Google スライドのコメント欄

を利用して具体的なアドバイスができるため、生徒の理解度が増

したことを実感していると教えてくれました。生徒とのコミュニケー

ションの機会も増え、答えの採点だけではなく、答えに至る過程を

評価できるようになり、生徒の新たな一面が見えてきた点も大き

な効果だと両氏は口を揃えて言います。

一方、教員の校務の面でも、朝礼や職員会議等の資料共有を 

Google サイト上のリンクを通じて行い、情報伝達の効率化と大

幅な時間短縮が実現しました。Google Chat を使った教員間コ

ミュニケーションや情報共有も日常的に行われています。ペーパー
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教育向けに設計され、授業向けに開発された
軽量で耐久性の高い共有可能なノートパソコン

いつでも、どこでも、予算に応じて使える
教育テクノロジーソリューションです。

時間や場所を問わず学校全体で共同利用できる
クラウド型教育プラット フォーム

教師と児童生徒向けに構築された
学習プラットフォーム

1 つの端末から同じドメインのすべての 
Chromebook を設定
シンプルなクラウド型管理コンソール

Google for Education の特徴

 簡単操作

 高い汎用性

 手ごろな価格

 高い効果
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Chrome Education Upgrade

取材日: 2023 年 11 月 1 日

レス化も進み、ICT モデル校初年度のある月と翌年同月の紙使用

量を比べた結果、月間の使用量が 2 万枚削減されました。教員

が行う授業の振り返りを以前は紙で提出していたものを Google 

フォームに移行したことで、紙配布 ・ 回収の時間が削減され、確

認も手軽になって授業改善、業務効率化に活かせていると両氏は

評価します。

山根氏は、ここまでの活用を踏まえたこれからの展望を次のよ

うに語ります。「今後は自己評価のポートフォリオや生徒の計算過

程を見られる教材の作成、Google サイトを使った生徒自身によ

る情報発信と、さまざまな取り組みに対する教員からの適切なフィー

ドバックにより、生徒の力をさらに高めていきたいですね。津和野

町は町自体が山々に囲まれ地理的なデメリットがありますが、ICT 

を活用することで町外はもちろん県外、海外にもつながります。

物理的距離を克服して外部からより多くの刺激を受け、視野を広

げて、まさに『あの山の向こうの世界』で、あるいは地域に残って

世界を見据えながら活躍できる人に成長してほしいと考えています」


